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　ＪＡしまねとＪＡしまね女性部は12月５
日、出雲市のラピタウェディングパレスで「第36回ＪＡしま
ね女性大会ならびに第20回島根県家の光大会」を開催しま
した。
　やすぎ、石見銀山、いわみ中央の３地区本部の愛読者が
発表した家の光記事活用体験発表では、「ふみだせ２歩！」と
題し発表した、やすぎ地区本部の梶村純子さんが最優秀賞
を受賞しました。介護現場で働く梶村さんは、家の光記事
を活用した介護予防に繋がる講座を企画。最初は１人だった
参加者も徐々に増え、今では年間教室に発展した様子を発
表しました。梶村さんは来年２月に神奈川県横浜市で開催さ
れる「第61回全国家の光大会」に県代表として出場します。
　各女性部が練習を重ねて発表したグループ活動では、ス
コップ三味線やベリーダンス、ファッションショーなどを披露。
最後には隠岐ど
うぜん女性部に
よる「キンニャ
モニャ」を会場
全員で踊り、盛
況のうちに閉会
しました。

　西いわみ地区本部は11月30日、益田
市美都町の購買店舗「ラーバン」をリニューアルし、「Ｙショッ
プＪＡしまねラーバン」としてオープンしました。
　業務運営は、同町で温泉施設などを運営する(株)エイト（青
木正美代表取締役社長）が担い、地域の皆さんの生活を支
えます。全農と提携関係にある山崎製パン(株)の地域密着
型店舗形態「Ｙショップ」を活用した事業展開と(株)エイト
が掲げる地元経済の活性化と地域住民の生活を守る取り組
みとが合致すると考え、「Ｙショップ」へ業態転換することを
決めました。
　ヤマザキオリジナル商品に加え、地元生鮮食品や農産物
加工品、ＪＡブランド品も従来通り取り揃えています。
　オープニングセレモニーでは、青木社長が「新店舗は生
活を守る大事な店。この店が末永く発展するようがんばりた
い」と抱負を述べました。
　田村清己本部
長は、「食と農
の安全を目指し
地域に貢献でき
る店舗となるよ
う支援したい」
とエールを送り
ました。

西いわみ

本　店

購買店舗をリニューアルしました。

女性大会、家の光大会　大盛況！
いわみ中央

産直の加工品を増やそう！

島根おおち
　島根おおち地区本部では、毎年お歳暮

時期に合わせて取り扱う『味の絆』の発送が12月４日より
始まりました。
　この「味の絆」は、管内の農畜産物と加工品を贈答用品と
して取り扱うことで、管内農畜産物の質の向上を目指すとと
もに、地元の味覚を全国に味わってもらおうと行っているも
ので、北は北海道から南は沖縄まで、全国各地に発送してい
ます。取り扱う商品は、人気の石見和牛肉のすき焼きセット
や管内加工場で製造したきねつき餅の他、島根おおち地区
本部で振興に取り組む特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒ
カリ」、「石見高原ハーブ米きぬむすめ」、石見高原ハーブ米
コシヒカリを原料とした純米酒「邑

ゆう

華
か

」など15種の商品を取
り扱っています。今後もより多くの方にふるさとの旬の味を
お届けできるよう、販売数増加を目指し取り組みを行ってま
いります。
　今年度の
取り扱いは、
12月21日
（金）の発
送をもって
終了となり
ました。

地元の味覚を全国へ「味の絆」

　JAしまねいわみ中央地区本部産直振
興協議会江津支部は11月21日と28日の両日、会員を対
象に加工品に関する研修会を開催しました。この研修は、
所得向上に向け季節の農産物に付加価値をつけることを目
的に、基本的な加工技術を習得するもので、会員は地区本
部管内の産直の加工品をもっと増やしていこうと真剣に研
修に参加しました。
　前半の研修は漬物・ジャム類の加工の基礎的研修で、講
師の生田千枝子アドバイザーより、漬物に関しての保存方
法や殺菌方法等の説明を聞きました。併せて浜田保健所職
員を講師に、表示研修も行いました。後半は実習として、
ピクルスやジャムを作り、ビン詰めの殺菌方法などを学び
ました。
　会員は、「漬物を出荷する場合、保健所の許可も必要に
なってきて、より安全安心を求められてきているが、今日
は殺菌方法等具体的
な指導を受け勉強に
なった。質の高い商
品を出荷するために
も、このような研修
の定期的な開催を望
む」と話していまし
た。最優秀賞を受賞した梶村さん
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

島根県農業協同組合　島根おおち地区本部

常務理事本部長	 日　髙　光　弘
常務理事副本部長	 小　西　圭　二

理　　事	 下　垣　忠　文

理　　事	 山　田　康　司

監　　事	 岡　本　利　実

運営委員	 上　田　正　彦

	 品　川　隆　博

	 服　部　真　生

	 日　高　建　雄

	 谷　岡　良　昭

	 寺　脇　義　文

	 上　田　文　雄

	 掛　川　佳　孝

	 南　山　雅　之

	 安　田　英　文

島根おおち地区本部農政会議会長	 山　中　康　樹

島根おおち女性部部長	 寺　内　洋　子

島根おおち地区本部青年連盟委員長	 玉　川　幸　司

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

常
務
理
事
本
部
長　

日
髙
　
光
弘

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

常
務
理
事
副
本
部
長　

小
西
　
圭
二

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
の
事
業
活
動
・
運

営
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
1
月
か
ら
の
豪
雪
寒
波
、
4
月
の
地
震
、
7
月
の
豪
雨
と
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。
建
物
や
農
業
被
害
等
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
経
営
状
況

は
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の
ご
利
用
・
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
31
年
度
よ
り
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
、
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
よ
り
Ｊ
Ａ
に
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た

ご
理
解
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
は
、
雪
害
、
地
震
、
豪
雨
、
酷
暑
、
秋
雨
と
ま
さ
に
災

害
の
年
で
あ
り
、
生
活
、
営
農
に
と
り
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
様
な
中
、

Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
米
穀
・
園
芸
・
畜
産
と
生
産
販
売
に
ご
尽
力
頂

き
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
地
区
本
部
事
業
と
し
て
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
大
和
地
区

の
二
箇
所
の
小
水
力
発
電
所
改
修
工
事
を
無
事
に
竣
工
し
安
定
発
電
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
邑
智
米
倉
庫
低
温
化
工
事
も
美
郷
町
の
ご
支
援
で

完
了
し
出
来
秋
よ
り
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

特
別
栽
培
米
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
に
お
い
て
は
、
各
町
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
有
利
買
取
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

に
伴
い
、
信
用
収
益
の
縮
小
（
農
林
中
金
の
奨
励
金
削
減
）
等
、
Ｊ
Ａ
の
経
営

収
支
は
ま
す
ま
す
悪
化
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
役
員

自
ら
身
を
切
る
改
革
を
行
う
た
め
、
昨
年
11
月
8
日
の
臨
時
総
代
会
に
お
い

て
役
員
の
削
減
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
6
月
の
役
員
改

選
時
期
よ
り
新
た
な
体
制
で
、
農
業
支
援
が
継
続
で
き
る
よ
う
１
Ｊ
Ａ
の
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
事
業
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
地
域
に
「
な
く
て
は
な
ら

な
い
Ｊ
Ａ
」
と
し
て
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
か
ら
支
持
さ
れ
る
組
織
で
あ
り

続
け
る
よ
う
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
の
結
果
、
当
地
区
本
部
で
は
、
約
１
，
３
０
０
万
円
の

業
績
還
元
実
施
を
決
定
し
、
本
年
３
月
に
は
、
組
合
員
ご
利
用
感
謝
の
集
い

「
田
川
寿
美
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
水
田

園
芸
予
約
肥
料
の
業
績
還
元
値
引
き
、
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
と
つ
や
姫
増
反

取
り
組
み
へ
の
業
績
還
元
助
成
を
年
度
内
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
川

本
町
に
よ
る
川
本
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
乾
燥
機
の
更
新
に
つ
い
て
、
30
年
度
内

決
定
を
い
た
だ
き
、
新
年
度
産
米
よ
り
稼
動
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
は
、
新
元
号
で
の
新
た
な
年
と
な
る
亥
年
で
す
。
無
病
息
災
が

亥
年
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
あ
り
、
農
業
に
は
大
敵
の
猪
で
す
が
、
無
病
息
災

の
亥
年
と
な
る
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
す
す
め
、
農
業
所
得
増
大
・
農
業
生
産
拡
大

と
地
域
社
会
発
展
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
信
頼
さ
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
地
区
本
部
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
地

域
の
皆
さ
ま
の
営
農
と
生
活
に
軸
足
を
置
き
事
業
展
開
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
本
年
も
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
幸
多
く
豊
穣
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

	 福　間　　　定

	 小井戸　正　和

	 松　嶋　浩　孝

	 黒　川　民次郎

	 千代延　俊　介

	 千代延　正　喜

	 寺　内　洋　子

	 大　屋　みどり

	 平　田　一　樹
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「ガス川柳」入選作品発表!!

青
い
火
が

き
れ
い
に
並
ぶ

お
で
ん
鍋

お
お
ち
地
区
本
部

山
形

ゆ
う
き

さ
ん

■お問い合せ

ＪＡしまね 自動車燃料課

☎0853-25-8904

※この他の入選作品は、賞品の発送を
もって発表に代えさせていただきました。

いつもＪＡしまねのＬＰガスをご利用いただきありがとうございます。

このたびご応募いただいた273作品の中からの最優秀作品を発表します！

たくさんのご応募、ありがとうございました。

こ
の
味
は

ガ
ス
釜
で
す
と

自
慢
さ
れ

斐
川
地
区
本
部

【
ペ
ン
ネ
ー
ム
】

ガ
ス
太
郎

さ
ん

ガ
ス
窯
に

グ
ル
メ
の
舌
が

満
足
げ出

雲
地
区
本
部

朝
日
山

巍

さ
ん

最
優
秀
賞

たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。

邑智小学校４年　平　木　　　颯（２月）

大和小学校２年　坂　本　奨　馬（４月）

川本小学校１年　黒　田　　　瑛（６月）

瑞穂小学校２年　濱　野　有　生（８月）

川本小学校６年　中　島　愛　梨（10月）

瑞穂小学校４年　三　井　咲　彩（12月）

瑞穂小学校２年　濱　野　有　生
川本小学校３年　吉　田　千　秋
瑞穂小学校４年　小　只　風　花
瑞穂小学校５年　日　高　颯　介

瑞穂小学校２年　金　子　陽　里

瑞穂小学校２年　金　子　陽　里

邑智小学校５年　行　田　理佐子

瑞穂小学校４年　三　井　咲　彩

瑞穂小学校４年　川　本　瑚　依

川本小学校４年　吉　田　千　秋

瑞穂小学校４年　服　部　花　歩（１月）

阿須那小学校

優秀賞

島根おおち地区本部長賞 佳　作

佳　作

二　席

佳　作

学校奨励賞

特　選（中学年の部）

金　賞（条幅の部）

銀　賞（半紙の部）

（半紙の部）

（
敬
称
略
）

島
根

2019年島根おおち
オリジナルカレンダー

コンクール

JA全農
全国クミアイプロパン
絵のコンクール

JAバンク
みどりを守る
児童画コンクール

JA共済
小・中学生書道コンクール

JA共済
小・中学生交通安全
ポスターコンクール
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島根おおちトピックス
平
成
30
年
度
下
期

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
総
代
説
明
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
大
会
・
島
根
県
家
の
光
大
会

　

邑
南
町
田
所
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
下
期
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

総
代
説
明
会
を
開
催
し
、
上
期
の
決
算
状
況
を
報
告
致
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
統
合
以
降
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
は
じ
め
急
激
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
大
変
厳

し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て
お
り
、こ
の
厳
し
い
難
局
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
一
体
と
な
っ
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
創
出
や
業
務
効
率
化
に
向
け
改

革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

先
般
、
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な
運
営
体
制
の
改
革
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
う
今
後
の
方
向
性
、
ま
た
当
地
区
本
部
に
お
い
て
も
業
務
の
見
直
し
を
図

る
中
、
自
動
車
事
業
の
廃
止
の
検
討
に
つ
い
て
組
合
員
の
皆
様
に
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も
に
、
業
績

還
元
と
し
て「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」、「
つ
や
姫
」の
作
付
助
成
、
肥
料
価
格
の
値
引
き
、
ご
利
用
感
謝

の
集
い
等
を
行
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

出
雲
市
の
ラ
ピ
タ
に
お
い
て
、
第
36
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性

大
会
な
ら
び
に
第
20
回
島
根
県
家
の
光
大
会
が
、
県
内
女
性

部
お
よ
び
女
性
組
織
ま
た
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
５
０
０
名
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
冒
頭
で
は
、
女
性

部
員
の
高
齢
化
や
部
員
の
減
少
、
ま
た
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化

に
あ
る
な
か
、「
食
」と「
農
」を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
家
族
や
地
域
社
会
の
結
び

つ
き
を
強
め
、
協
同
活
動
を
通
じ
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
成
長

を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
な
か
で
は
、
み
ど
り
を
守
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
績
者
の
発
表
や
、
家
の
光
記
事
活
用
体

験
発
表
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
各
地
区
本
部
女
性
部
に
よ
る
活
動
発
表
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
・
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
な
か
、
島
根
お
お
ち
女
性

部
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、
部
員
達
が
自
慢
の
リ
メ
イ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
披
露
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
部
員
の
作
製
し
た
手
芸
品
や
活
動
写
真
の
展
示
、

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
加
工
品
の
販
売
を
行
い
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会　
販
売
促
進
活
動

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
８
回
講
座
開
催

　

島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
で
は
、
平
成
30

年
12
月
８
日（
土
）に
広
島
市
内
の
ス
パ
ー
ク

中
山
店
に
て
販
売
促
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
販
売
促
進
活
動
は
、
島
根
お
お
ち
産
の

白
ネ
ギ
を
店
頭
に
て
直
接
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
毎
年
行
っ

て
お
り
、
当
日
は
白
ネ
ギ
部
会
の
役
員
７
名
で
白
ネ
ギ
の
天
ぷ

ら
と
白
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り
の
味
噌
汁
を
用
意
し
、
試
食
販
売
を
行

い
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は「
天
ぷ
ら
で
食
べ
ら
れ
る

の
は
意
外
だ
っ
た
。」「
毎
年
買
っ
て
ま
す
よ
。」と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
直
接
の
交
流
に
よ
り
、
参
加

し
た
部
会
の
生
産
者
は
来
年
度
の
白
ネ
ギ
作
り
へ
の
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
中
野
農
業
団

地
セ
ン
タ
ー
に
て
ゆ
と
り
倶
楽
部
の
第
８

回
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
今
回
は
受
講

生
15
名
が
集
ま
り
邑
南
町
矢
上
の
安
原
亮

子
さ
ん
を
講
師
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
造
花
な
ど
を
使
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
に
ピ
ッ
タ
リ
な
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
ま
ず
松
ぼ
っ
く
り
や
ヒ
イ
ラ
ギ
な
ど
花
材
の

説
明
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
、
ポ

イ
ン
セ
チ
ア
の
造
花
を
使
っ
て
花
首
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
付
け
る

方
法
を
習
い
ま
し
た
。そ
の
後
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
や
大
小
の
花
、

木
の
実
、
葉
っ
ぱ
な
ど
の
色
や
形
、
高
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
挿
し
込
ん
で
行
き
ま
し
た
。
全
員
が
同
じ
材
料
を
使
い
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
テ
ッ
ク
を

挿
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
持
ち
手
に
リ
ボ
ン
を
飾
り
付
け
て
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
受
講
生
た

ち
は
終
始
笑
顔
で
隣
り
同
士
相
談
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 8

12月

19
12月

15
12月

5
12月
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島根おおちトピックス

羽須美支店 石 見 支 店

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ
講
座
開
催

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ
講
座
を
邑
南
町

立
「
食
の
学
校
」
に
於
い
て
開
講
し
ま
し
た
。
当
日
は
７
期
生
と
８
期
生

８
名
が
参
加
し
、
地
元
料
亭
「
万
禧
亭
」
の
寺
脇
秀
行
氏
を
講
師
に
「
お

せ
ち
料
理
の
基
本
」
を
学
び
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
お
正
月
の
定
番
を
中

心
に
「
芋
き
ん
と
ん
」「
大
根
と
人
参
と
柿
の
な
ま
す
」「
出
し
巻
き
玉
子
」「
ご
ま
め
田
作
り
」

「
海
老
金
つ
ば
」
そ
し
て｢
梅
人
参｣

の
切
り
方
を
習
い
ま
し
た
。
ま
ず
、「
１
番
出
し
」
と
「
２

番
出
し
」
の
と
り
方
の
違
い
と
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
、
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
先
生
の
手
際
の
良
さ
に
関
心
し
な
が

ら
熱
心
に
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
班
に
別
れ
調
理
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
班

内
で
手
分
け
を
し
、
芋
を
ゆ
で
た
り
、
野
菜
、
柿
を
切
っ
た
り
、
出
し
巻
き
玉
子
は
全
員
一

本
ず
つ
挑
戦
し
ま
し
た
が
、鍋
と
箸
の
動
き
が
な
か
な
か
合
わ
ず
「
エ
イ
！
」「
よ
い
し
ょ
！
」

な
ど
声
を
掛
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
正
月
に
使
う
色
々
な
食
材
な
ど
の
由

来
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
ず
り
葉
、
南
天
、
笹
の
葉
な
ど
を
使
い
盛
り
付
け
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
「
お
せ
ち
料
理
は
手
間
が
か
か
る
と
敬
遠
し
が
ち
で
し
た
が
、
今
回
、
簡
単
に
美
味
し
く

出
来
た
の
で
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
。」と
大
好
評
で
し
た
。

1
12月

　現在羽須美地域
では、阿須那の町
中に新しい交流施
設の開発が進行し
ています。
　古民家をリノ
ベーションし、飲
食可能な宿泊も
できる場所とし
て、地元団体であ
る「YUTA かプロ
ジェクト」が主体
となり計画が進め
られています。

　年度内のオープンを予定しており、オープン後は
地元食材を使った料理の提供や池月酒造の試飲がで
きるイベントも企画中とのことです。
　多くの地域が過疎による寂しさを抱える中、地域
の活性化につながる新しい集いの場所ができること
を多くの方が楽しみにしておられます。
　古き良き阿須那の町並みがどんなふうに変わって
いくのか、またお伝えします。

支店
だよ
り 支店

だよ
り
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農 だ よ り営

平成31年度水稲・園芸作物振興計画

品　目 振興策 具体策 助　成

白ねぎ

白絹、軟腐対策 粒剤購入助成 １/ ３

面積拡大対策

５a 以上作付け者へ苗助成 100 円／箱
面積拡大部分苗助成 200 円／箱
新規作付け苗助成　※５ａ以上 １／２
出荷調整施設利用料助成 １／３

ナ　ス

新規生産対策 支柱購入助成 １／２
接木苗台助成 １／４

面積拡大対策 支柱購入助成 １／２
省力化対策 液肥注入機の購入助成（サスペンジョン） １／３
収穫量拡大対策 予約注文アズミン助成 １／２

ミニトマト

品質対策 遮光資材購入助成　　　 　※３万円上限 １／３
資材費対策 天井ビニール更新助成　　※３万円上限 １／３
潅水対策 潅水資材の購入助成　　　※動力以外 １／３

アンジェレの振興 接木苗助成 １／３
　〃　　（新規・増反） １／２

広島菜・キャベツ ネコブ病対策 粒剤・水和剤購入助成 １／３

広島菜 作付拡大対策 増反分苗・種子助成 苗 100 円／箱
　種子２／３

レタス レタス振興 レタス出荷箱助成 １／４
白ねぎ

品質向上対策

ミネラルＧ粉
ミネラルＧ粒
フレコンミネラルＧ
※ 3t ／ 10a 上限

10％

広島菜
キャベツ

カリフラワー
白　菜
高　菜

あすっこ
菌床しいたけ 品質向上対策 補虫機助成 １／２

ケイトウ 作付振興対策 定植苗助成 １箱／ 400 円
花　卉 新規品目振興 種子・苗代助成 １／２

JAしまね　島根おおち地区本部

農業振興基本方針
　「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、相互扶助の理念に基づき、島根おおち地区本部の特
色である自然環境と地理的条件を活かした農業振興を強化すると共に、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

「地域の活性化」に向け取り組みを行います。

１．水稲の振興
【販売に結びついた米生産の取り組み】
　１）特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」の振興（邑南町）
　２）特別栽培米「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の振興（川本町・美郷町・桜江町）
　３）特別栽培米「つや姫」の振興（管内全域）

２．園芸の振興
　平成31年度の園芸支援策を作成しました。作付や生産拡大にあたっては以下の支援策がありますので、各営
農生活ブロックまで相談頂き、ご活用ください。

14



農 だ よ り営

39.14%合計31.61%去勢雌
県外移出率

48.41%

平成30年産島根米　買取単価一覧表

水稲うるち玄米 （１）水稲うるち玄米

（２）醸造好適米

（３）もち玄米

平
成
30
年
12
月
子
牛
市
場
成
績
表

中央 “堅調”の相場展開
　本県12 月の子牛市場は、中央市場のみの開設で、
266 頭の上場があり、平均価格は雌 696,999円（前回
比103％）、去勢 768,605 円（前回比 93％）、総平均
738,724 円（前回比 101％）で“堅調”の取引となりました。
　今月の上場牛は、発育良好・体積豊かなものも見られ

ましたが、肋張りが弱いもの、体のゆるいものも散見され、
ややばらつきが見られました。
　今月に入ってからは、年末需要により全国的に枝肉価格
が上昇しており、これに伴い素牛価格も全国的に一段高の
状況となっています。

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

川 本
メス 3 673,920 595,080 622,050
ヌキ 3 756,000 710,640 740,520
合計 6   681,300

邑 智
メス 7 708,480 671,760 693,360
ヌキ 5 864,000 685,800 791,856
合計 12   734,400

大 和
メス     
ヌキ     
合計 0    

桜 江
メス 2 693,360 590,760 642,060
ヌキ     
合計 2   642,060

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 112 1,136,160 433,080 696,999
ヌキ 160 976,320 438,480 768,605
合計 272   738,724

島根おおち
メス 16 708,480 590,760 670,545
ヌキ 14 864,000 572,400 753,223
合計 30   709,128

瑞 穂
メス     
ヌキ 1 676,080 676,080 676,080
合計 1   676,080

羽 須 美
メス     
ヌキ 1 818,640 818,640 818,640 
合計 1   818,640

石 見
メス 4 696,600 649,080 681,210
ヌキ 4 785,160 572,400 717,390
合計 8   699,300 

品　種 １等 ２等 ３等
S 産地コシヒカリ

（上）

追 加 金 200
仮 単 価 6,700
買入単価計 6,900

S 産地コシヒカリ
追 加 金 200 200 200
仮 単 価 6,600 6,000 5,500
買入単価計 6,800 6,200 5,700

コシヒカリ
（上）

追 加 金 200
仮 単 価 6,450
買入単価計 6,650

コシヒカリ
追 加 金 200 200 200
仮 単 価 6,350 6,000 5,500
買入単価計 6,550 6,200 5,700

きぬむすめ
（上）

追 加 金 200
仮 単 価 6,300
買入単価計 6,500

きぬむすめ
追 加 金 200 200 200
仮 単 価 6,200 5,850 5,350
買入単価計 6,400 6,050 5,550

つや姫（上）
（特別栽培米 ST）

追 加 金 200
仮 単 価 6,650
買入単価計 6,850

つや姫
（特別栽培米 ST）

追 加 金 200 200
仮 単 価 6,550 6,200
買入単価計 6,750 6,400

ハナエチゼン
追 加 金 250 250 250
仮 単 価 6,000 5,650 5,150
買入単価計 6,250 5,900 5,400

平成30年産米の追加金単価が下記のとおり決定となりました。（30kg 紙袋、円 ( 税込））

JAしまね米 一　般　米

品　　種 １等 ２等 ３等

コシヒカリ
追 加 金 50 50 50
仮 単 価 6,050 5,700 5,200
買入単価計 6,100 5,750 5,250

きぬむすめ
追 加 金 50 50 50
仮 単 価 5,900 5,550 5,050
買入単価計 5,950 5,600 5,100

ハナエチゼン
追 加 金 50 50 50
仮 単 価 5,700 5,350 4,850
買入単価計 5,750 5,400 4,900

その他うるち
追 加 金 50 50 50
仮 単 価 5,500 5,150 4,650
買入単価計 5,550 5,200 4,700

品　種 特上 特等 １等 ２等 ３等

五百万石
追加金 100 100 100 100 100
仮単価 7,800 7,700 7,500 6,950 6,450
買入単価計 7,900 7,800 7,600 7,050 6,550

山田錦
追加金 300 300 300 300 300
仮単価 9,650 9,550 8,900 7,850 7,100
買入単価計 9,950 9,850 9,200 8,150 7,400

品種 １等 ２等 ３等
ヒメノモチ

ココノエモチ
ミコトモチ
ヤシロモチ

追 加 金 100 100 100
仮 単 価 5,750 5,150 4,650
買入単価計 5,850 5,250 4,750

その他もち
追 加 金 100 100 100
仮 単 価 5,250 4,650 4,150
買入単価計 5,350 4,750 4,250
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◇
年
金
友
の
会
寿
ロ
ー
ド
。
毎
年
職
員
の
皆
様
が
趣
向
を
考
え
、
楽
し
い
旅
を
計
画
し

て
頂
い
て
お
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
回
38
回
は
不
参
加
で
し
た
が
、

広
報
で
参
加
さ
れ
た
皆
様
が
感
動
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
次
回
は
是
非
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。	

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

60
代

●
昨
年
の
寿
ロ
ー
ド
は
博
多
座
で
新
作
歌
舞
伎
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
の
観
劇
で
し
た
ね
。
さ

あ
今
年
は
春
の
日
帰
り
旅
行
、
秋
の
一
泊
旅
行
。
さ
て
、
さ
て
ど
ん
な
企
画
に
な
る
か
は
お
楽

し
み
！
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
四
、五
年
前
ま
で
は
農
業
祭
に
白
菜
を
出
品
し
て
一
等
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
最
近
、
虫
食
い
が
多
く
て
品
評
会
に
出
品
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
良
い
物
を
作
り
た
い

で
す
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ｔ
さ
ん　

80
代

●
白
菜
は
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
か
ら
苗
の
内
か
ら
ヨ
ト
ウ
ム
シ
や
ア
オ
ム
シ
な
ど
に
狙
わ

れ
て
…
。モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
い
た
ら
要
注
意
！
卵
を
産
ん
で
い
る
か
も
？

で
す
ね
。
な
か
な
か
防
虫
対
策
は
大
変
で
す
が
、
今
年
の
農
業
祭
に
は
虫
を
負
か
し
て
是
非

と
も
白
菜
の
部
一
等
賞
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

◇
冬
の
か
ゆ
み
対
策
で
我
が
家
は
ボ
デ
ィ
ー
シ
ャ
ン
プ
ー
を
か
え
て
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
い
ろ
い
ろ
保
湿
を
考
え
た
の
も
が
出
て
い
ま
す
ネ
！

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｆ
さ
ん　

60
代

●
冬
の
か
ゆ
み
は
乾
燥
に
よ
る
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
。
人
間
の
皮
膚
か
ら
分
泌
さ
れ
た
油
分
が

天
然
の
ク
リ
ー
ム
と
な
り
保
湿
を
助
け
る
と
の
事
で
し
た
ね
。
お
風
呂
は
熱
い
お
湯
に
入
っ

て
シ
ッ
カ
リ
汗
を
落
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
程
々
が
大
切
な
の
で
す
ね
。

◇
今
年
の
干
支
は
イ
ノ
シ
シ
で
す
よ
ね
。
イ
ノ
シ
シ
と
言
え
ば
美
郷
町
の
〝
み
さ
ぼ
う
！
〟

ぜ
ひ
イ
ノ
シ
シ
料
理
を
特
集
し
て
ほ
し
い
で
す
。	

邑
智
支
店
管
内　

О
さ
ん　

50
代

●
イ
ノ
シ
シ
と
言
え
ば
「
ぼ
た
ん
鍋
」。
寒
い
時
期
に
は
鍋
が
一
番
温
ま
り
ま
す
が
、
他
に
ど

ん
な
料
理
が
合
う
で
し
ょ
う
か
？
「
角
煮
」「
ワ
イ
ン
煮
」
な
ど
の
煮
込
み
料
理
も
美
味
し
そ

う
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
憎
い
イ
ノ
シ
シ
で
す
が
料

理
す
る
と
き
っ
と
美
味
し
い
で
す
よ
。
そ
し
て
美
郷
町
の
「
み
さ
坊
」
も
ち
ょ
っ
と
ブ
サ
か

わ
い
く
て
憎
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

瑞
穂
支
部
研
修
会
開
催

川
本
支
部
寄
せ
植
え
研
修
会

　

女
性
部
瑞
穂
支
部
は
島
根
お
お
ち
地

区
本
部
に
お
い
て
支
部
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
家
の
光
地
方
講
師
の
影
山
和
美
先
生
を
お
招
き
し
、

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を
習
い
ま
し
た
。
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
陶

器
に
転
写
シ
ー
ル
を
貼
り
高
温
で
焼
付
け
を
す
る
ハ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
当
日
は
部
員
８
名
が
集
ま
り
、真
っ

白
な
マ
グ
カ
ッ
プ
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
を
作

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
先
生
か
ら
水
に
浸
し
た
転
写
シ
ー

ル
を
貼
る
コ
ツ
と
注
意
事
項
を
聞
い
た
あ
と
、
２
種
類

の
カ
ッ
プ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
好
み
の
シ
ー
ル
の

好
き
な
絵
柄
の
部
分
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
カ
ッ
プ
に

貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
お
互
い
に
相
談
し
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
あ
っ
た
り
、
難
し
い
所
は
先
生
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
わ
い
わ
い
楽
し
そ
う
に
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。
中
に
は
自
分
の
だ
け
で
は
申
し
訳
な
い
と

家
族
や
、
友
達
へ
の
プ
レ
セ
ン
ト
に
と
２
個
作
っ
た
部

員
も
い
ま
し
た
。
部
員
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
。
今
度

は
大
皿
に
挑
戦
し
た
い
。」「
焼
付
け
が
終
わ
っ
て
帰
っ

て
く
る
の
が
楽
し
み
！
」
と
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
川
本
支

部
で
は
、
12
月
11

日
に
三
島
自
治
会
館
に
お
い
て
22

名
の
部
員
が
参
加
し
、
寄
せ
植
え

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
石
見
地
区

の
宮
本
昭
枝
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
に

飾
る
寄
せ
植
え
を
テ
ー
マ
に
、
定

植
か
ら
そ
の
後
の
管
理
ま
で
を
丁

寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
飾
る

場
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
配
置

を
考
え
、
直
径
30
セ
ン
チ
の
鉢
に

パ
ン
ジ
ー
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

ン
、
葉
牡
丹
な
ど
を
植
え
て
い
き
、

隣
同
士
で
植
え
方
を
確
認
し
た
り

と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
寄

せ
植
え
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し

た
。
完
成
後
に
は
宮
本
さ
ん
よ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
に
合
っ
た
飾

り
付
け
な
ど
も
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
作
成
し
た
寄
せ
植
え
は

春
ま
で
は
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

ま
た
コ
ニ
フ
ァ
ー
は
２
年
後
に
は

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

作
る
楽
し
さ
の
後
に
は
育
て
る
楽

し
さ
を
持
ち
帰
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

10
12月

11
12月
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14
12月

平成30年分
公的年金等の源泉徴収票が
送付されます
　平成 30年中に厚生年金・国民年金等の年金を受け取られた皆さんに、
支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税額などをお知らせする【平
成 30年分公的年金等の源泉徴収票】が、日本年金機構より 1月中旬ご
ろにハガキで送付されます。（予定）
　この源泉徴収票は、所得税の確定申告などを行う際に添付書類として
必要となりますので、大切に保管してください。
　※障害年金や遺族年金は、所得税の課税対象となっていないため（非
課税）、これらの年金を受けている方には、源泉徴収票は送付されません。

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　金融課TEL.83-1803

平成31年
1月・2月年金相談会

午前10：00〜午後3：00
瑞穂支店はローン相談会同時開催

ローン相談会
午前9：00～午後3：00

桜江支店1/19（土）
瑞穂支店1/26（土）
石見支店2/13（水）
邑智支店2/23（土）

只今、Ｈ 31 年度の日帰り
旅行の計画中です。どこに
行こうか、なにをしようか
…検討中です。行きたい所・
やりたい事などいい案があ
ればご提案ください。
皆様が楽しめる旅行にした
いですねぇ～

2月の行事紹介

16日（土）・18日（月）・19日（火）
2月の外勤日

2月13日水
2月20日水

つけものコンテスト
場　所：田所公民館

ゆとり倶楽部
内　容：料理講座
場　所：田所公民館

　島根おおち地区本部各支店では、12 月 14 日に毎
年恒例の「ご来店感謝ＤＡＹ」を開催しました。それ
ぞれの支店で考えた粗品等をお渡しし、振り込め詐欺
の防犯を呼びかけるなど日頃の感謝の気持ちを込め
て、窓口にご来店いただいた皆様をお迎えしました。

日頃の感謝の
気持ちを込めて

島根おおち
水稲振興大会

講　演：14：30頃より

矢上交流センター

13：30～16：00
（受付開始13：00）1月26日●土日　時

場　所

戦いの
幕開けと終焉

株式会社　スズノブ
代表取締役　西島豊造　氏
（五ツ星お米マイスター）
※講演からの参加も可能です。
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